
本 多 利実

柱
人
社
は
、
展
覧
会
を
一
回
開
い
た
後
、
小
倉
淳
が
大
正
七
年
十
二
月
に
急

死
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
解
散
し
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
装
飾
美
術
協
会
結
成
へ

と
つ
な
が
る
発
展
的
解
散
で
あ
っ
た
。

⑧

本
多
利
実
死
去

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
六
巻
第
六
号
所
載
の
追
悼
記
事
（
屋

代
屎
江
著
）
に
よ
る
と
、
本
校
校
友
会
に
は
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
か
ら
同
―
―
-
+

年
頃
ま
で
弓
術
部
が
あ
り
、

一
時
期
中
絶
し
た
後
、
同
一
二
十
五
年
二
月
に
復
活

し
た
。
本
多
利
実
は
こ
の
と
き
師
範
と
し
て
招
聘
さ
れ
大
正
六
年
十
月
十
三
日

死
去
す
る
ま
で
の
十
六
年
間
指
函
に
あ
た
っ
た
。
本
多
家
は
竹
林
派
の
弓
術
を

も
っ
て
代
々
徳
川
揺
府
に
仕
え
、
利
実
は
天
保
七
年
に
生
ま
れ
、
も
と
の
名
を

橘
之
助
ま
た
は
廣
と
い
い
、
生
弓
斎
と
号
し
た
。
明
治
維
新
後
大
学
史
生
、
文

部
史
生
、
内
務
少
録
、
巣
鴨
村
長
等
を
経
て
明
治
二
十
六
年
芝
西
久
保
八
幡
神

社
祠
官
と
な
っ
て
か
ら
は
弓
術
界
の
た
め
に
尽
く
し
、
第
一
高
等
学
校
、
日
本

体
育
会
弓
術
部
、
本
校
、
東
京
帝
国
大
学
、
華
族
会
館
、
学
習
院
、
千
葉
県
師

⑩
沢
村
専
太
郎

（号
胡
夷）

の
イ
ン
ド
旅
行

な
お
、

歳。 年
六
月
退
職
す
、
日
清
戦
役
嘗
時
先
帝
御
侃
用
の
菊
一
文
字
の
御
朗
の
装
飾

0
香
川
勝
殷
氏
逝
去

第
七
号
は
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

香
川
勝
広
死
去

も
と
教
授
香
川
勝
広
の
死
去
を
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
五
巻

〔大
正
六
年
〕

香
川
勝
廣
氏
胃
癌
を
患
ひ
一
月
十
五
日
遂
に
逝
く
、

翁
は
幕
末
の
彫
金
大
家
野
村
勝
守
の
門
に
出
で
、
更
に
加
納
夏
雄
歳
に
就
て

學
ぶ
所
あ
り
、
故
海
野
勝
眠
翁
と
並
び
稲
せ
ら
れ
、
遂
に
一
帝
室
技
藝
員
を
命

ぜ
ら
る
4

に
至
る
、
明
治
三
十
一
年
本
校
赦
授
に
任
ぜ
ら
れ
し
が
翌
三
十
二

を
命
ぜ
ら
れ
前
後
四
年
に
亙
り
苦
心
製
作
せ
し
も
の
、
翁
一
代
の
傑
作
な
り

と
値
へ
ら
る
、
其
得
意
と
す
る
所
は
片
切
彫
な
り
し
と
云
ふ
、
享
年
六
十
五

『
美
術
新
報
』
第
十
六
巻
第
四
号
（
大
正
六
年
二
月
）
に
も
訃
報
と
略

歴
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

沢
村
専
太
郎
は
明
治
四
十
二
年
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科（
美
学
美
術

⑨
 

範
学
校
、
千
葉
医
学
専
門
学
校
、
真
宗
大
学
、
大
日
本
弓
術
会
等
の
弓
術
指
南

を
つ
と
め
、
大
正
五
年
に
は
弓
道
館
を
興
し
て
館
長
と
な
り
、
そ
の
名
声
は
一

世
を
風
靡
し
た
。
晃
江
は
そ
の
弟
子
で
、
彼
は
師
の
歿
後
、
本
校
弓
術
部
副
指

南
お
よ
び
東
京
帝
大
弓
術
教
追
補
助
と
な
っ
た
。
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フ
ァ
ル
ガ
ッ
ソ
ン
ら
の
研
究
が
始
ま
り
、
ギ
ル
、
グ
リ
フ
ィ
ス
、

ハ
ー
ラ
ソ
ガ

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
は
マ
ド
ラ
ス

註
屯
の
英
軍
武
官
連
に
よ
っ
て
一
八

0
1――

年
に
発
見
さ
れ
、
同
じ
く
英
軍
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
中
尉
が
ロ
ー
ヤ
ル

・
ア
ジ

ァ
協
会
に
初
め
て
公
式
報
告
を
行
い
、
そ
れ
以
後
著
名
な
カ
ン
ニ
ン

グ

ハ
ム
、

ム
女
史
そ
の
他
に
よ
る
模
写
や
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
次
々
と
大
著
が
刊
行
さ

沢 村 専太 郎

ふ
。

て
同
地
に
赴
き
兼
ね
て
印
度
各
地
の
美
術
史
蹟
を
巡
遊
研
究
す
べ
し
と
い

（
大
正
五
年
）
に
タ
ゴ
ー
ル
が

人
タ
ゴ
ー
ル
が
来
日
し
た
際

た
。
主
任
の
荒
井
寛
方
は
詩

り
翌
七
年
三
月
に
か
け
て
壁

加
し
て
大
正
六
年
十
二
月
よ

観
波
氏
を
派
遣
し
た
り
。
ま
た
、
文
學
士
澤
村
専
太
郎
氏
は
監
督
者
と
し

政
府
の
許
諾
を
得
た
れ
ば
、
本
年
冬
季
に
於
て
第
一
期
の
計
畳
と
し
て
試

●
ア
ジ
ャ
ン
タ
壁
董
の
摸
窟

壁
聾
を
摸
寓
し
て
學
界
に
寄
興
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
と
し
て
、
外
務
省
及
び

本
邦
駐
割
英
図
大
使
グ
リ
ム
氏
の
盛
力
を
乞
ひ
印
度
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
土
州

に
其
一
部
を
摸
寓
す
る
の
計
畳
を
立
て
、
美
術
院
の
聾
家
荒
井
寛
方
朝
井

國
華
社
に
て
は
西
印
度
ア
ジ
ャ
ン
タ
窟
院
の

摸
写
を
発
表
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
日
本
で
も
か
な
り
一
般
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
、
折
り
か
ら
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
保
存
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
し
、
古
代
壁
画
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
た
め
、
瀧
精

一
ら
の
主
唱
で
国
華
社
が
模
写
団
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
日
本
美
術
院
同
人
の
荒
井
寛
方
が
模
写
主
任
と
な
り
、
院
友
朝
井
観
波
が

助
手
と
な
り
、
追
っ
て
桐
谷
洗
鱗
（
明
治
四
十
年
本
校
日
本
画
科
卒
）
、
野
生
司
香

雪
（
同
四
十

一
年
同
科
卒
）
も
参

画
の
主
要
な
も
の
を
摸
写
し

経
営
す
る
ビ

チ
ッ
ト
ラ
美
術

月
の
『
美
術
新
報
』
第
十
六
巻
第
七
号
で
も
同
石
窟
に
関
す
る
所
見
や
写
真
、

巻
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

史
専
攻
）
を
卒
業
し
、
さ
ら
に
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
で
近
世
日
本
美
術
史
を

研
究
し
た
の
ち
、
同
四
十
四
年
よ
り
本
校
の
「
美
学
」
講
義
嘱
託
教
師
と
な
っ

た
。
彼
は
大
正
六
、
七
年
に
か
け
て
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
を
は
じ
め
と
す
る
イ

ン
ド
美
術
の
調
査
に
赴
き
、
帰
国
後
半
年
の
間
、
本
校
で
イ
ン
ド
美
術
史
特
別

講
義
を
行
な
っ
た
。
同
八
年
八
月
に
は
京
都
帝
大
助
教
授
と
な
り
、
同
年
九
月

に
本
校
を
去
っ
て
い
る
。

沢
村
の
イ
ン
ド
旅
行
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
六

れ
て
世
界
的
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
わ
が
国
で
は
岡

倉
天
心
が
明
治
三
十
五
年
に
こ
こ
を
訪
れ
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
と
の
技
術
上
の

関
連
性
に
着
目
し
、
次
い
で
翌
三
十
六
年
に
は
伊
東
忠
太
が
訪
れ
た
。
大
正
元

年
に
は
瀧
精
一
が
訪
れ
た
が
、
瀧
は
の
ち
に
「
印
度
あ
じ
ゃ
ん
た
石
窟
寺
の
壁

-
S
四
（
「
国
華
』
第
三
二
二
号
1
第
三
二
五
号
。
大
正
六
年
三
、
四
、

五
、
六
月
）

を
発
表
し
て
い
る
。
大
正
期
に
は
和
田
三
造
（
明
治
三
十
七
年
本
校
西
洋
画
科
卒
）

の
よ
う
な
画
家
も
訪
れ
て
い
る
。和
田
は
大
正
五
年
七
月
三
十
一
日
の
『
大
阪
朝

日
新
聞
』
に
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟
の
探
検
記
を
イ
ン
ド
か
ら
寄
稿
し
、
同
六
年
五

画」
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日
新
聞
社
、
京
都
帝
室
博
物
館
で
も
展
観
さ
れ
た
。
な
お
、
沢
村
は
大
正
七
年

拓
本
も
陳
列
さ
れ
、
瀧
精
一
と
沢
村
専
太
郎
の
講
演
が
あ
っ
た
。

で
展
観
が
な
さ
れ
、
同
時
に
沢
村
将
来
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
銘
文
、
文
様
の

ド
ル
タ
バ
ー
ト
の
古
城
、

学
校
教
師
に
招
聘
さ
れ
渡
印
し
、
傍
ら
壁
画
模
写
に
従
事
し
た
も
の
で
、
大
正

六
年
十
一
月
十
五
日
、
細
川
侯
の
援
助
で
イ
ン
ド
旅
行
に
行
く
片
山
南
風
と
と

も
に
出
発
し
た
。
桐
谷
洗
鱗
は
印
度
研
究
会
よ
り
壁
画
の
模
写
を
依
頼
さ
れ
て

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
に
赴
い
た
。

沢
村
は
そ
れ
ら
の
監
督
を
依
託
さ
れ
て
い
た
が
、

ャ
ン
タ
ー
石
窟
壁
画
の
調
査
を
依
託
さ
れ
た
。
彼
は
大
正
六
年
十
月
二
十
六
日

に
出
発
し
、
十
二
月
一
日
に
ボ
ン
ベ
イ
に
到
着
。
帰
国
は
翌
七
年
五
月
十
七
日

で
あ
る
。
帰
国
後
、

ほ
か
に
本
校
か
ら
も
ア
ジ

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
七
巻
第
四
、
第
五

号
に
寄
稿
し
た
「
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
生
活
」
に
は
石
窟
に
至
る
道
中
の
模
様
、

壁
画
の
あ
り
さ
ま
、
虎
や
野
猪
、
蝙
蝠
の
出
没
、

イ
ン
ド
人
画
家
ら
と
の
交
流

の
こ
と
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
ム
ク
ー
ル

・
チ
ャ
ン
ド
ラ

・
デ
ー

（
ク
ゴ
ー
ル
の
来
日
に
同
行
し
た
画
家
）
と
と
も
に
ア
ウ
ラ
ン
ガ
バ
ッ
ト
の
窟
院
や

壁
画
の
摸
本
は
大
正
七
年
―
―
一
月
国
華
社
に
到
着
。
同
年
十
月
日
本
橋
倶
楽
部

三
四
一
号
（
大
正
七
年
十
月
）

に
詳
し
い
記
録
が
あ
る
。
大
正
八
年
に
は
大
阪
朝

に

『
国
華
』
第
三
四
一

、
三
四
三
、
三
四
五
号
に

「西
印
度
ガ
ト
ー
ト
カ

ッ
チ

窟
院
に
つ

い
て
」
を
、

ェ
ロ
ー
ラ
や
ナ
ー
シ
ッ
ク
の
石
窟
な
ど
も
訪
れ
た
。

『
国
華
』
第

ま
た
、
大
正
十
年
に
至
っ
て
同
誌
第
三
七
七
、
三
七

八
、
三
八
三
＼
三
八
五
、
三
九
三
＼
三
九
六
号
に
「
ア
ジ
ャ
ン
タ

ー
石
窟
寺
の

彫
刻
的
文
様
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
て
い
る
。

大
正
六
年
十
一
月
四
日
、
狩
野
芳
崖
の
三
十
回
忌
の
前
日
に
谷
中
長
安
寺
の

墓
の
傍
ら
に
故
人
の
遺
徳
を
称
え
る
碑
が
建
て
ら
れ
、
追
遠
会
お
よ
び
遺
作
展

観
が
同
寺
で
行
わ
れ
た
。
碑
は
浜
尾
新
の
策
額
、
三
島
中
洲
の
撰
文
。

⑪
 
狩
野
芳
崖
碑
建
立
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